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流動する固定床の開発と実槽実験報告
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1.は じめに                   物叢の変遷が想定され、汚泥転換率は 40%か ら28%
水処理に使用する一般的な流動担体には主体的に  へ公々に低下 した。

細菌が生息する。自然界では、細菌、原生動物、後生   Π暴気槽の MLSS濃 度の経 目的変化を図 3に、活性
動物が生虐、している。水処理においてそれらが生息出  汚泥の検鏡写真を図 4に示す。初期は MLSS濃度が
来る繊維状の微生物固定化担体としてサンブレオ (SB) 9,ooo mg/L程度で推移 し、フロック形状は粒状化 し
①と、それを充填し流動するようにしたバイオカプセル  ていた。9/7に粒子が大きい棒状の細菌フロックが
(BC)⑥を開発した。狙いは、原生動物、後生動物が固  確認 され、それが増加すると共に MLSS濃度が低下
定床のように生息出来ることで、微生物間の相互作用を  した。Bc°投入による微生物叢の移行期間は 3か月だ
発揮させることにある。                つたと考えられる。微小後生動物のミミズ(Dero、
テーブルテストにおいて田暴気槽内に SB①を固定し、ハ  Pdstina、 Nais)が 出現 し、増減を繰 り返 した。同時に、

イブリンド型活性汚泥法とした場合、活性汚泥法の 1.5  沈殿槽汚泥界面の上昇が無くなつた。
倍以上の負付に対応した。本発表は、実排水を処理し
ている活性汚泥法の曝気槽にBC°を投入した実槽実験
を行い、多少の知見を得たので、報告する。
2.実験方法
図 1に給食排水の処理フローを示す。沈殿槽から

の返送汚泥は調整槽に ・部返送した。曝気槽は 2槽
あり、活性汚泥法 として稼働 していたが、2016年 5
月 22日 にl暴気槽に BC⑮を投入 した。SS調整ポンプ
は、沈殿槽の処理液が越流 している時間に 15分 毎に
3分間稼働 した。原水は給食俳水で、放流先は下水
道である。油分が多い為に、調整槽に入る前に酵素
斉Jを l mg/L程度添加 した。Bc°投入後の水質の変遷
と、排出汚泥量の指標とした汚泥変換率を評価した。
表 1に流入原水量と水質の設計値と測定値を示す。

測定値は実験開始からの値であり、下水道への放流
水は、沈殿槽の処理液に第 1日暴気槽の口暴気液が加わ
る。原水は7日 のみの流入であり、休 日は曝気 を間
欠で行つた。原水は調整槽に入る前にサンプ リング
槽を設け、返送汚泥が入る前に採水 した。
点検はメンテナンス業者が 2回/月 行い、その時に

‖暴気lT支及び SB°付着微生物の検鏡た。同時に調整槽
出口、l暴気槽(2槽分)、 沈殿槽処理液を採水 し、分析
した。時期を見て活性汚泥、SB①付着微生物の 16S
rRNA遺 伝子に基づ く微生物叢解析を行ったυ
3,実験結果 と考察
表 1の ように、原水は本システムで良好に処理 さ

れた。下水道に放流される SS(計算)値は 54～ 155
mg/Lで あつた。放流水は所轄下水道局が随時立ち入
リサンプ リングを行い、規制値(BOD、 SS:600 mg/し 、
n‐HEX:30 mg/L)以 下であることを確認 している。
汚泥転換率を図 2に示す。BC①無の汚泥転換率の

平均値は 37%であ り、21～ 570/0の 幅であった。BC°
有は 18～ 250/0で あった。2016年 6月 ～ 10月 は微生

図 1 給食排水処理システ フロー
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図 2汚泥転換率の比較
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図 3曝気槽潟Ъ MLSSの 推移

図 4 検鏡写真 左:2016.06.02.右 12016.H.16.

4.ま とめ
BC①の投入時から微生物叢の変化と共に MLSS濃

度が変化し、汚泥転換率が 400/0近 く低下した。その
主原因として粒子が大きい棒状の細菌フロックの影
響が考えられた。検鏡結果では、現在も微生物叢は
変化 し続けている。分子生物学的な微生物叢解析も
含めて今後の経過を解析する予定である。

憫壺情 沈殿槽

→Ⅲ巳,携 卜,k爾 目 召豊計原水 室原太 1,計 1と理末
,k量 (m3/d) 70 49～ 71

pH S～R R4～ 7ク 58-86 6.8-74
BOD(ng/L) 460 180-410 400 1～8
SS(m区 /LⅢ ,10 la～ 19o 400 2～ 18
n―Hox(mg/L) 145 15-160 15 1以下
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